
令和７年度「生物」出題意図、解答例 

出題意図 

１ 

タンパク質の構造と酵素の性質に関する基礎知識、および思考力と表現力を問う。

２ 

遺伝子・DNA の構造やはたらきに関する基礎的な知識を問うとともに、これらに関

する実験などを図表でとりあげ、その理解力と思考力および説明能力をみる。 

３ 

生物の分類、窒素の循環や窒素同化、共生に関する基礎的な知識を問うとともに、 

マメ科植物と根粒菌の共生窒素固定に関する文章ならびにグラフの読解力と論理的思

考力を問う。 

４ 

生態系の炭素循環や生物種およびバイオームに関する基礎的な知識を問うとともに、

生態系の生産構造や生物群集についての図表をとりあげ、その理解力と思考力および

説明能力をみる。 
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問４

S型菌は多糖類のさやを持つために，白血球（マクロファージなどでも可）の攻撃を

免れることで増殖できるが，R型菌はさやがないので食作用を受け，増殖できない。

（７９字）

ガイドRNAは標的DNAに相補的に結合する。Cas9はガイドRNAが結合したDNA二本鎖を切

断する。これが修復される過程で，欠失や挿入のような変異が導入される。（６９字）

形質転換

H:M=5:340分後

DNA分解酵素
同等の効果が期待できる処

理

20分後 H:M=1:3H:M=1:1

60分後 H:M=13:3
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h (rrYy) Mの遺伝子型 e (RrYy)

アベリー（エイブリーでも可）

二重らせん 配偶子（精子、卵でも可）

ゲノム編集

メンデル

Fの遺伝子型
問２






